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（
問
題
は
８
面
に
あ
り
ま
す
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黒
1
か
ら
3
が
好
手
順
で
黒
5
ま
で

コ
ウ
に
な
り
ま
す
。
 

黒
1
で
3
は
白
4
黒
1
白
イ
で
活
き
。

黒
3
で
5
は
白
3
で
オ
イ
オ
ト
シ
の
活

き
で
す
。
 

4
一
角
打
、
2
二
玉
、
3
二
角
成
、
同

玉
、
2
二
金
、
同
玉
、
4
一
角
成
、
1

三
玉
、
2
三
金
、
同
銀
、
3
一
馬
ま
で

十
一
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
4
一
角
成
は
4
三
玉
以
下
つ

か
ま
り
ま
せ
ん
。
4
一
角
打
で
じ
ゃ

ま
駒
の
2
二
の
歩
を
取
ら
せ
て
3
二

角
成
と
捨
て
る
の
が
好
手
順
で
す
。

3
手
目
に
6
三
角
成
と
す
る
の
は
1

三
玉
以
下
詰
み
ま
せ
ん
。
2
二
金
か

ら
4
一
角
成
が
継
続
手
段
で
、
4
一

の
駒
を
馬
に
し
て
お
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
。

2
三
金
で
逃
げ
道
を
ふ
さ
ぎ
、
3
一

馬
で
詰
み
上
が
り
ま
す
。 
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あ
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●応募・お問い合わせは保険医協会事務局まで。電話 ０７６（２２２）５３７３
●ジャンルは洋楽、邦楽を問いません。
●出演は無料ですが、特別な音楽機材などの持ち込みにかかわる費用は出演者のご負担になります。
●応募の締切は今のところ未定ですが、多数になった場合は、先着順にて締め切らせていただきます。

◇と　き　　2007年1月13日（土曜日）午後6時半開演 
◇ところ　　金沢アートホール（金沢駅前ポルテ6階・TEL:076-224-1660）

ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007
出演者を 募集します 

石川県保険医協会機関紙・文化部では、来る2007年1月13日（土曜日）に、恒例となりました
「ドクターズ・ファミリー・コンサート」を開催いたします。 
今回のコンサートは2年ぶりで、久々の開催となります。 
そこで今回は特に音響効果の良い金沢ア－トホールを会場として選びました。 
コンサートまで時間はたっぷりありますが、多くの方の参加を頂きたいため、早めに出演者の募集

を始めます。ぜひ、多くの会員、家族、友人のご参加を期待しております。日ごろの練習を大いに積み、
その成果を当日思い切り発揮してください。そして、コンサートを楽しく盛り上げてくださるよう、お
願い申し上げます。 

2006年４月の診療報酬改定では、平均在院日数の削減のため療養病床の再

編により、長期入院患者を「在宅」に移行させ、在宅や特定施設（有料老人

ホーム、ケアハウス）で看取り医療まで担う「在宅療養支援診療所」が高点

数で導入された。また従来の寝たきり「老人在宅総合診療料」と「在宅時医

学管理料」を一本化した「在宅時医学総合管理料」が新設された。

石川県保険医協会では今回新設された「在宅療養支援診療所」（以下、「支

援診療所」と略す）に対し、県内の診療所がどのような選択をしたのか、「在

宅医療に関する緊急アンケート」を実施した。集計結果は〈表１〉の通り。

アンケート調査にあたり、石川社会保険事務局に照会した在宅医療に係る届

出受理件数を〈表２〉に紹介する。

〈表１〉在宅医療に関する届出調査
診療所会員577人のうち回答者110人（回答率19.1％）

〈表２〉石川社会保険事務局への照会事項

「支援診療所」の届出要件は、24時間の連絡受付、往診・訪問看護の実施体

制、緊急入院の受入れ体制を確保できる診療所である。厚生労働省は従来の

寝たきり老人在宅総合診療料の「24時間連帯体制加算」の届出診療所（10,734

施設）が「支援診療所」を届け出ると予測している。

届出しなかった診療所会員の意見
〈表１〉によると、「24時間連帯体制加算」を届出していた21施設のうち、

19施設が「支援診療所」を届出している。届出しなかった会員の意見は以下

の通り。

〇無床診療所にとって算定要件は無理です。

〇24時間、365日の訪問に確実に応えられない以上、今回の届出は不可能（で

きない）と判断した。届出して24時間、365日の要請にもし応えることがで

きなければ契約不履行で大きな問題になると考えています。

また、「寝たきり老人在宅総合診療料」を届出していた35施設のうち、「支

援診療所」を届出たのは23施設に留まっている。届出しなかった会員の意見

は以下の通り。

〇高齢のため家族負担がかかりすぎる。

〇高点数を設定してあるようだが採択には困難がある。即ち高齢医師は個人

の生活が制約されるということで納得がえられない。

〇「支援診療所」がどれだけ在宅医療に役割を果たすか疑問。受ける側から

考えると高額自己負担になる分、不利でないか？

〇高点数が設定されているが、ナースへの当番待機料など待遇面で手当てが

必要である。また今後患者負担が２割、３割になった時の影響も考えなけ

ればならず、簡単に届出できない。

〇患者の自己負担が増える。70歳～74歳が２割となったらどうしようかと思

っている。

新設の「在宅時医学総合管理料」を届出した33施設のうち、併せて「支援

診療所」を届出たのは24施設に留まった。届出しなかった会員からの意見は

以下の通り。

〇患者の負担増になり、かつ診療所に重荷を押しつけて、医療費を削ろうと

する改悪にすぎない。

〇「在宅時医学総合管理料」で24時間連携があれば2000点増点になるといっ

ても、現実には私の地域ではほとんど請求できません。在宅患者の多くは

経済的に困窮しています。

在宅医療点数の算定要件の見直しを
以上のように「寝たきり老人在宅総合診療料」及び「24時間連帯体制加算」

を届出していた施設にも「支援診療所」の算定要件のハードルが高く、届出

を見合わせたところがある。届出を見合わした会員の意見を整理すると、次

の３点に集約される。

①医師１人の無床診療所では診療時間内の緊急往診はできず、24時間、365日

の応需体制は困難である。高齢医師には体力的に無理。地域ごとに診療所

間でネットワークを作り毎日持ち回りで当番を決めないと難しい。

②「支援診療所」の点数は一般診療所に比べて倍近い設定であり、患者負担

が高額となり請求しにくい。特に高齢者の窓口負担が今後、２割、３割に

引き上げられようとしており、難しい。

③24時間対応のためスタッフの増員や待遇改善が必要になるが、対象患者が

少ない場合は経営的に困難になる。

保険医協会では、今回の「在宅医療に関する緊急アンケート」に寄せられ

た会員の意見に基づき、在宅医療点数の算定要件の見直しを厚生労働省に要

請することにしている。

5月23日現在  診療所数 738件 
 200床未満の病院数 74件 
 200床以上の病院数 35件 
改定の届出 在宅時医学総合管理料１及び２ 107件 
 在宅療養支援診療所 78件 
前年度末の届出 在宅時医学管理料 47件 
 寝たきり老人在宅総合診療料 102件 
 24時間連帯体制加算（Ⅰ） 36件 
 　　　　〃　　　　（Ⅱ） 29件 
 　　　　〃　　　　（Ⅲ） 2件 

従来の「寝たきり老人在宅総合診療料」を届出していた 35件 
このうち「在宅療養支援診療所」を届出した 23件 
このうち「在宅療養支援診療所」を届出しなかった 12件 
従来の「24時間連帯体制加算」を届出していた 21件 
このうち「在宅療養支援診療所」を届出した 19件 
このうち「在宅療養支援診療所」を届出しなかった 2件 
従来の「在宅総合」＋「24時間連帯体制加算」を届出していた 18件 
このうち「在宅療養支援診療所」を届出した 18件 
このうち「在宅療養支援診療所」を届出しなかった ゼロ 
「在宅時医学総合管理料」を届出した 33件 
このうち「在宅療養支援診療所」を届出した 24件 
このうち「在宅療養支援診療所」を届出しなかった 9件 
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「在宅療養支援診療所」への県内診療所の選択は？ 「在宅療養支援診療所」への県内診療所の選択は？ 
「在宅医療に関する緊急アンケート」の集計《速報》 

石川県保険医協会 
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こ
の
た
び
の
医
療
保

険
・
介
護
保
険
の
大
改

定
を
ど
う
見
る
か
は
、

政
府
の
め
ざ
す
医
療
費

適
正
化
計
画
を
成
功
さ

せ
る
た
め
の
方
策
を
強

く
推
し
進
め
て
い
る
こ
と
に
尽
き

る
。そ

の
中
心
は
、
入
院
医
療
費
の
削

減
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
退
院
後
の

行
き
先
は
介
護
保
険
三
施
設
で
は
不

足
し
て
い
る
現
状
は
放
置
さ
れ
、
在

宅
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
有
料

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
居
宅
へ
の
誘

導
、在
宅
死
の
増
加
を
ね
ら
う
な
ど
、

医
療
本
来
の
目
的
と
は
異
な
る
方
向

性
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
強
制
的
に
退
院
さ
せ
ら
れ

た
患
者
の
受
け
皿
と
し
て
在
宅
医
療

を
二
十
四
時
間
体
制
で
担
う
在
宅
療

養
支
援
診
療
所
（
以
下
、
支
援
診
と

略
す
）、
を
漠
然
と
あ
て
に
し
て
い

る
が
、
こ
れ
に
は
大
き
な
問
題
が
あ

る
。支

援
診
の
施
設
基
準
に
係
る
届
出

だ
け
で
、
そ
の
他
の
普
通
の
診
療
所

と
大
き
く
異
な
る
診
療
報
酬
体
系
と

な
っ
て
い
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ

る
が
、
支
援
診
だ
け
で
本
当
に
満
足

し
た
在
宅
医
療
が
提
供
で
き
る
か

が
、
よ
り
疑
問
で
あ
る
。
支
援
診
の

届
出
率
が
低
い
と
い
う
量
的
な
問
題

の
た
め
、
隅
々
ま
で
在
宅
医
療
が
行

き
届
き
に
く
い
こ
と
も
あ
る
が
、
質

的
な
問
題
を
も
っ
と
心
配
す
べ
き
で

あ
る
。

本
来
、
医
療
は
予
防
、
治
療
、
介

護
を
含
む
全
人
的
な
も
の
で
あ
り
、

従
前
、
医
師
は
そ
の
指
導
的
役
割
を

担
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
介
護
保
険

制
度
以
後
は
、
勤
務
医
も
開
業
医
も

介
護
に
無
縁
の
場
所
に
立
た
た
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
確
か
に
専
門
医
療
の

発
展
は
す
ば
ら
し
い
が
、
在
宅
医
療

に
絞
っ
て
み
る
と
介
護
と
の
接
点
が

少
な
く
、
在
宅
医
療
に
は
欠
か
せ
な

い
介
護
指
導
が
で
き
な
く
な
っ
て
は

い
ま
い
か
。

そ
も
そ
も
医
療
機
関
は
〝
み
な
し

三
事
業
〞
す
な
わ
ち
、
訪
問
看
護
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、
居
宅
療
養
管
理
指

導
が
行
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ど
の
程
度
み
な
し
事
業
を

利
用
し
た
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
。

今
次
改
定
の
居
宅
療
養
管
理
指
導

を
満
額
算
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
担
当

者
会
議
に
参
加
ま
た
は
指
導
資
料
を

文
書
提
出
さ
れ
た
医
師
は
ど
れ
く
ら

い
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
当
に
在
宅
医

療
が
重
要
と
な
る
時
代
が
到
来
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
多
種
職
協
働
と
い
う

新
し
い
手
法
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

在
宅
医
療
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
医

師
は
今
一
度
、
介
護
を
含
め
た
全
人

的
医
療
を
提
供
す
る
と
い
う
気
概
が

必
要
で
あ
る
。

在
宅
に
か
か
わ
る
医
師
は
 

介
護
を
含
め
た
全
人
的
医
療
で

副会長　喜多　　徹（野々市町・内科） 

第47回保団連北信越ブロック会議 

「改悪法案」の問題点明らかに 「改悪法案」の問題点明らかに 

五
月
二
十
八
日
、
第
四
十
七

回
保
団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
が
上
越
市
で
開
か
れ
た
。

今
回
は
当
石
川
協
会
が
主
管

で
あ
り
、
当
協
会
よ
り
会
長
以

下
九
人
の
役
員
・
事
務
局
員
が

参
加
し
た
。

ま
ず
、
去
る
三
月
九
日
に
亡

く
な
ら
れ
た
長
野
協
会
の
今
井

良
夫
会
長
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ

る
黙
祷
の
あ
と
、
保
団
連
事
務

局
次
長
の
寺
尾
正
之
氏
に
よ
る

「
医
療
制
度
『
改
革
』
関
連
法

案
の
概
要
と
問
題
点
」
と
題
す

る
問
題
提
起
で
、
会
議
は
始
ま

っ
た
。

今
国
会
提
出
中
の
医
療
「
改

革
」
法
案
は
、
二
〇
二
五
年
度

で
八
兆
円
の
医
療
費
抑
制
を
目

指
す
大
変
問
題
の
あ
る
法
案
で

あ
り
、
国
民
や
わ
れ
わ
れ
医
療

提
供
側
両
者
に
大
変
な
苦
痛
・

痛
み
を
伴
う
「
改
悪
の
法
案
」

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

続
い
て
各
県
か
ら
の
活
動
報

告
に
移
っ
た
。

当
協
会
か
ら
は
、
五
月
十
三

日
に
開
か
れ
た
医
療
制
度
「
改

革
」
ス
ト
ッ
プ
県
民
集
会
に
つ

い
て
報
告
し
た
。
松
田
昌
夫
・

二
ツ
屋
病
院
副
院
長
の
今
回
の

療
養
病
棟
に
対
す
る
冷
酷
な
る

措
置
に
よ
り
、
多
く
の
療
養
病

床
入
院
患
者
が
退
院
が
迫
ら
れ

て
も
受
け
皿
が
な
い
と
言
う
深

刻
な
状
況
で
あ
る
と
の
発
言
を

紹
介
し
た
。

次
に
『
は
が
き
署
名
付
き
チ

ラ
シ
』
の
新
聞
折
り
込
み
の
成

果
を
報
告
し
た
。

は
が
き
で
は
、
多
く
の
県
民

よ
り
切
実
な
反
響
が
あ
っ
た
こ

と
を
説
明
し
た
。
こ
の
よ
う
な

当
協
会
の
活
動
に
は
、
参
加
者

の
大
き
な
感
銘
を
与
え
た
と
思

う
。各

県
の
報
告
の
あ
と
、
医
療

「
改
革
」
法
案
の
強
行
採
決
に

抗
議
し
、
参
議
院
で
の
徹
底
審

議
を
求
め
る
決
議
を
全
会
一
致

で
採
択
し
た
。

午
後
は
、
自
主
共
済
規
制
問

題
に
つ
い
て
の
、
長
野
協
会
よ

り
の
提
案
を
審
議
し
た
後
、
医

科
・
歯
科
分
科
会
に
分
か
れ
、

今
次
改
定
に
つ
い
て
緊
急
是
正

を
求
め
る
項
目
の
検
討
を
行
っ

た
。医

科
に
お
い
て
は
、
当
協
会

の
在
宅
医
療
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
役
員
よ
り
、
患
者
の
急

性
増
悪
終
末
時
に
お
け
る
訪
問

看
護
を
行
え
る
期
間
に
つ
い
て

の
要
件
緩
和
や
、
在
宅
療
養
支

援
診
療
所
以
外
で
も
往
診
翌
日

の
訪
問
診
療
が
で
き
る
よ
う
に
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す
る
こ
と
な
ど
の
提
案
が
な
さ

れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
領
収
書
発
行
に

関
す
る
取
り
扱
い
を
従
来
の
通

り
に
戻
し
、
療
養
担
当
規
則
の

規
定
を
廃
止
す
る
こ
と
、
来
る

二
〇
一
一
年
よ
り
実
地
さ
れ
る

診
療
報
酬
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

つ
い
て
は
、
原
則
全
医
療
機
関

導
入
と
い
う
義
務
規
定
の
見
直

し
、
お
よ
び
デ
ー
タ
管
理
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
大
き
な
問

題
が
あ
り
、
拙
速
に
導
入
し
な

い
こ
と
な
ど
の
項
目
を
緊
急
是

正
項
目
と
し
て
決
定
し
た
。
な

お
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
厚

労
省
に
対
す
る
緊
急
是
正
の
直

接
申
し
入
れ
は
、
歯
科
は
、
六

月
十
五
日
、
医
科
は
、
六
月
二

十
二
日
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
今
回
の
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
も
幅
広
い
問
題
を

討
議
し
、
大
変
有
意
義
な
一
日

で
あ
っ
た
。

厚
労
省
に 

緊
急
是
正
を 

各
県
か
ら 

活
動
報
告 

石川協会が主務を荷って開かれた
第47回保団連北信越ブロック会議

九
条
の
会
・
石
川
ネ
ッ
ト
が

迎
え
た
二
回
目
の
憲
法
記
念
日

（
五
月
三
日
）、
連
休
初
日
の
好

天
に
か
か
わ
ら
ず
千
五
百
人
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た
。

加
藤
周
一
先
生
は
、
八
十
九

歳
の
ご
高
齢
な
が
ら
眼
光
鋭
く

か
く
し
ゃ
く
と
し
て
お
ら
れ

る
。
戦
争
中
に
東
大
医
学
部
を

卒
業
し
医
師
に
な
っ
た
が
、
戦

後
は
欧
州
や
カ
ナ
ダ
で
の
生
活

も
長
く
、
東
西
の
文
化
に
造
詣

が
深
く
「
現
代
日
本
の
知
性
」

を
代
表
す
る
一
人
で
あ
る
。

「
憲
法
九
条
」
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
た
が
、
昨
今
の
改
憲
の

風
潮
に
対
し
て
、
自
衛
隊
が
巨

大
化
し
す
ぎ
た
か
ら
改
憲
す
る

と
い
う
の
で
は
「
空
き
巣
が
多

す
ぎ
る
か
ら
、
法
律
を
変
え
て

空
き
巣
を
合
法
化
す
る
」
の
に

似
て
い
る
と
皮
肉
ら
れ
た
。
加

藤
先
生
は
、「
憲
法
は
国
民
を

縛
る
も
の
で
は
な
く
、
国
家
権

力
の
行
使
に
歯
止
め
を
か
け
る

も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
さ

れ
た
。

今
、
改
憲
し
「
戦
争
の
で
き

る
国
」
に
な
れ
ば
、
国
内
問
題

で
は
済
ま
な
い
。
中
国
、
韓
国
、

「輝け九条！許すな改憲！」5.3 石川県民集会 

憲法は国民を縛るものにあらず 憲法は国民を縛るものにあらず 
会長　井沢　宏夫（金沢市・内科） 

北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
な
ど
近
隣
諸

国
と
緊
張
関
係
が
高
ま
り
、
国

際
関
係
は
劇
的
に
悪
化
し
日
本

は
孤
立
す
る
だ
ろ
う
。
日
米
同

盟
は
軍
事
的
な
も
の
で
「
ア
ジ

ア
で
の
日
本
の
孤
立
化
」
に
は

関
与
し
な
い
。
日
米
関
係
も
米

政
権
が
変
わ
れ
ば
ど
う
な
る
か

推
測
で
き
な
い
。
改
憲
す
る
利

益
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
等
々

語
ら
れ
た
。

次
い
で
、
元
自
民
党
県
連
幹

事
長
で
県
議
で
あ
っ
た
上
口
昌

徳
さ
ん
が
、
福
井
空
襲
で
従
姉

妹
を
亡
く
し
た
戦
争
体
験
や
地

域
社
会
を
真
摯
に
考
え
、
勇
気

を
出
し
て
「
九
条
を
守
る
」
行

動
を
し
て
い
る
ス
ピ
ー
チ
を
聞

き
、
保
守
層
の
中
に
も
「
九
条

を
守
る
」
の
に
賛
同
す
る
人
が

い
る
こ
と
に
勇
気
づ
け
ら
れ

た
。講

談
師
の
神
田
香
織
さ
ん

は
、
原
爆
被
災
「
は
だ
し
の
ゲ

ン
」
を
音
響
効
果
や
強
烈
な
ラ

イ
ト
効
果
を
使
い
、
さ
す
が
今

ど
き
の
講
談
は
迫
力
が
あ
る
と

思
っ
た
。
あ
と
で
、
素
顔
の
神

田
さ
ん
に
お
会
い
し
た
が
、
舞

台
以
上
の
美
人
だ
っ
た
。
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『
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
』
試
写
会
を
終
え
て 

特
に
若
者
た
ち
に
―
― 

平
和
の
尊
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い 

『
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
』
上
映
実
行
委
員
会 

実
行
委
員
長
　
江
守
　
道
子
（
金
沢
市
・
歯
科
） 
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二
十
一
世
紀
は
、
戦
争
の
な

い
平
和
な
世
界
に
し
た
い
と
誰

も
が
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現

実
は
テ
ロ
と
戦
争
で
始
ま
り
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
ロ

シ
ア
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
の
公

式
核
保
有
国
に
加
え
、イ
ン
ド
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、

ま
た
北
朝
鮮
が
そ
れ
に
加
わ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
は
、
世
界
で
唯
一
の
戦

争
に
よ
る
被
爆
国
と
し
て
、
核

兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
世
界
の

人
々
に
訴
え
て
い
く
義
務
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
戦
後
六
十

一
年
を
経
た
今
、
広
島
・
長
崎

に
お
け
る
原
爆
投
下
の
惨
状
の

歴
史
に
、
や
や
も
す
る
と
目
を

背
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

な
り
ま
せ
ん
。

実
は
、
今
か
ら
約
六
年
前
、

わ
が
家
に
カ
ナ
ダ
か
ら
ロ
ー
タ

リ
ー
の
交
換
女
子
留
学
生
が
約

八
カ
月
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
せ
っ

せ
と
折
り
鶴
を
折
っ
て
い
る
の

で
、
何
の
た
め
に
折
っ
て
い
る

の
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
修
学
旅

行
で
広
島
へ
行
く
の
で
、〝
原

爆
の
子
の
像
〞
に
千
羽
鶴
を
お

供
え
し
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。〝
原
爆
の
子
の
像
〞
と
は
、

佐
々
木
禎
子
さ
ん
が
二
歳
八
カ

月
で
被
爆
し
、
十
二
歳
で
急
性

白
血
病
に
罹
患
し
、
鶴
を
千
羽

折
る
と
願
い
が
か
な
う
と
信

じ
、
夜
も
眠
ら
ず
折
り
続
け
た

の
で
す
が
、
九
カ
月
の
闘
病
生

活
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
友
人
た
ち
が
全
国
に
呼
び

か
け
、
禎
子
さ
ん
を
祈
念
し
た

〝
原
爆
の
子
の
像
〞
を
作
る
運

動
を
起
こ
し
、
広
く
国
内
外
か

ら
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
一
九
五

三
年
五
月
五
日
の
こ
ど
も
の
日

に
除
幕
さ
れ
た
も
の
で
す
。
折

り
鶴
は
「
再
び
被
爆
者
を
作
ら

な
い
」
決
意
の
証
と
し
て
、
反

核
、
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
実
を
、
カ
ナ
ダ
の
高

校
で
し
っ
か
り
勉
強
し
て
き
た

彼
女
は
、
修
学
旅
行
で
訪
れ
る

広
島
行
き
を
楽
し
み
に
、
千
羽

鶴
を
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
行
く
前
に
学
校
で
ま

っ
た
く
事
前
学
習
せ
ず
、
広
島
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て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
な

す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
映
画
を
通
し
て
、
日
本

を
は
じ
め
世
界
の
人
々
、
特
に

二
十
一
世
紀
を
担
う
若
者
た
ち

に
、
核
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
平

和
の
尊
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

で
は
原
爆
資
料
館
へ
行
っ
た
の

で
す
が
、
先
生
が
時
間
が
な
い

と
い
っ
て
サ
ッ
と
通
り
過
ぎ
る

だ
け
で
、
夜
は
原
爆
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
す
る

の
か
と
思
い
き
や
、
皆
テ
レ
ビ

を
見
た
り
、
雑
談
を
し
て
い
た

そ
う
で
し
た
。
帰
っ
て
き
て
、

私
に
「
な
ぜ
、
日
本
で
は
被
爆

国
な
の
に
勉
強
し
な
い
の
か
？

歴
史
か
ら
学
ば
な
い
人
は
、
ま

た
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
す
だ
ろ

う
」
そ
し
て
、「
私
は
カ
ナ
ダ

に
帰
っ
た
ら
、
カ
ナ
ダ
の
首
相

に
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
る
手

紙
を
書
く
」
と
い
う
言
葉
を
残

し
て
帰
国
し
ま
し
た
。

今
回
、〝
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
〞

の
上
映
に
あ
た
り
、
こ
の
こ
と

が
私
の
心
の
中
で
大
き
な
問
題

と
し
て
長
く
残
っ
て
お
り
、
多

く
の
方
々
に
戦
争
の
悲
惨
さ
、

愚
か
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
く

先
日
、試
写
会
に
望
み
ま
し
た
。

被
爆
六
十
周
年
を
祈
念
し
て
製

作
さ
れ
た
こ
の
映
画
は
、
実
在

の
青
年
医
師〝
秋
月
辰
一
郎
氏
〞

が
、
長
崎
原
爆
投
下
後
の
悲
惨

な
状
況
を
記
し
た
著
書
『
死
の

同
心
円
』
を
虫
プ
ロ
が
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
に
し
た
も
の
で
す
。

原
爆
投
下
直
後
の
、
熱
線
、
爆

風
、
放
射
線
に
よ
る
被
害
の
悲

惨
さ
、
そ
の
後
、
発
症
す
る
白

血
病
や
癌
な
ど
の
様
々
な
疾
患

を
、
つ
ぶ
さ
に
見
な
が
ら
、
全

身
全
霊
を
傾
け
て
患
者
を
救
う

姿
に
、
医
師
と
し
て
の
使
命
感

と
崇
高
な
人
間
愛
に
魂
を
揺
さ

ぶ
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。
そ
し

●日　 時 

●会　 場 

●チケット代 

7月23日（日） 
 

石川県文教会館ホール 
 電話 076-262-7311 
 

被爆60年祈念作品 
文部科学省選定 

監督･脚本　有原誠治 

��������･���	

上映会のお知らせ 

大人：1,000円 
小･中･高校生：500円 

8月1日～16日、県庁19階展望ロビーにて 
原爆被災者友の会が「原爆と人間展」を開催 

千羽鶴を 
お持ち下さい 

10:00～　第1回上映（上映時間80分） 
11:30～　反核･平和おりづる市民のつどい 
14:00～　第2回上映 
 

主　催／「アンゼラスの鐘」上映実行委員会 
　　　　（実行委員長　江守道子） 
連絡先／石川県保険医協会 電話：076-222-5373 
 FAX：076-231-5156 
 

※映画は字幕つきです。 
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報
告
事
項
と
し
て
、
五
月

十
四
日
、
核
戦
争
を
防
止
す

る
石
川
医
師
の
会
が
主
催
す

る
長
崎
の
原
爆
被
災
を
テ
ー

マ
に
し
た
ア
ニ
メ
『
ア
ン
ゼ

ラ
ス
の
鐘
』
の
試
写
会
報
告

が
あ
っ
た
。
自
ら
も
被
爆
し

な
が
ら
、
放
射
線
障
害
に
よ

る
死
の
同
心
円
に
立
ち
向
か

う
医
師
と
仲
間
た
ち
が
、
力

強
く
描
か
れ
て
い
る
。
本
編

上
映
会
は
七
月
二
十
三
日

（
日
）、
石
川
県
文
教
会
館
ホ

ー
ル
に
て
開
か
れ
る
。

『
保
険
診
療
の
手
引
』
二

〇
〇
六
年
度
版
は
七
月
下
旬

発
行
予
定
。

歯
科
部
よ
り
、
金
価
格
の

高
騰
に
よ
る
歯
科
材
料
費
の

納
入
価
と
診
療
報
酬
と
の
極

端
な
逆
ざ
や
が
生
じ
て
い
る

現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
紙
好
評
連
載
の

「
ザ
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス
」
が
六

月
号
で
、「
の
ぼ
る
君
の
新

刊
紹
介
」
シ
リ
ー
ズ
が
七
月

号
で
終
了
し
、
新
企
画
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
三
宅
先
生
、

小
島
先
生
ご
苦
労
様
。

協
議
事
項
と
し
て
、
石
川

県
保
険
医
協
会
が
主
務
地
と

な
る
第
四
十
七
回
保
団
連
北

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
運
営

次
第
に
つ
い
て
の
最
終
確
認

が
行
わ
れ
た
。【

西
川
　
記
】

北信越ブロックの 
提案議題を確認 
北信越ブロックの 
提案議題を確認 

（5月16日・10人出席） 

第3回 理事会点描 

ホ
ラ
ー
映
画
で
は
現
在
、

日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。「
女

優
霊
」
（
一
九
九
五
年
）
、

「
リ
ン
グ
」（
一
九
九
八
年
）、

「
呪
怨
」
（
一
九
九
九
年
）
、

そ
し
て
後
二
者
の
続
編
が
連

発
さ
れ
、
海
外
で
も
リ
メ
イ

ク
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。そ

れ
ら
も
怖
い
の
で
あ
る

が
、
心
底
怖
い
と
思
っ
た
の

が
、
こ
の
作
品
で
あ
る
。

こ
れ
も
一
九
七
九
年
に
、

ア
メ
リ
カ
で
見
て
驚
い
て
し

ま
っ
た
。
今
で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

楽
し
め
る
が
、
一
九
六
四
年

に
公
開
さ
れ
て
か
ら
、
日
本

で
リ
バ
イ
バ
ル
さ
れ
た
と
か

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
と
か

い
う
こ
と
を
ぼ
く
は
知
ら
な

い
。ア

メ
リ
カ
で
見
た
版
で

は
、乙
羽
信
子
扮
す
る
姑
が
、

た
だ
れ
た
顔
の
鬼
婆
に
な
っ

て
、
落
ち
武
者
を
殺
し
て
落

と
し
て
し
ま
う
穴
の
中
で
死

ん
で
い
る
の
が
、
ラ
ス
ト
シ

ー
ン
で
ぞ
く
ー
っ
と
恐
か
っ

た
の
を
憶
え
て
い
る
。

南
北
朝
時
代
に
戦
乱
で
明

け
暮
れ
、
息
子
を
兵
士
に
取

ら
れ
て
姑
と
嫁
で
落
ち
武
者

を
殺
し
て
、
そ
の
武
具
な
ど

を
売
り
、
食
い
つ
な
い
で
い

る
女
二
人
の
物
語
で
あ
る
。

都
に
近
い
と
の
設
定
ら
し
い

が
、
ロ
ケ
を
し
た
の
は
千
葉

県
の
印
旛
沼
の
沼
沢
地
で
ス

ス
キ
や
ア
シ
、
マ
コ
モ
が
混

じ
っ
て
風
に
波
打
つ
き
わ
め

て
印
象
的
な
風
景
の
場
所
で

あ
る
。

そ
こ
に
息
子
と
一
緒
に
兵

隊
に
取
ら
れ
た
八
（
は
ち
）

が
戻
っ
て
き
て
、
息
子
は
死

ん
だ
と
聞
か
さ
れ
る
。
そ
れ

か
ら
八
は
女
二
人
か
ら
少
し

離
れ
た
自
分
の
家
で
暮
ら
す

が
、
嫁
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出

し
、
い
い
仲
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
れ
を
妬
む
姑
が
、
嫁

が
夜
這
い
に
行
っ
た
隙
に
突

然
現
れ
た
鬼
の
面
を
か
ぶ
っ

た
落
ち
武
者
に
都
ま
で
の
道

案
内
を
さ
せ
ら
れ
て
、
う
ま

く
だ
ま
し
て
落
ち
武
者
を
穴

に
落
と
し
て
死
な
せ
た
。
そ

し
て
そ
の
面
を
自
分
の
も
の

に
し
て
、
そ
の
後
、
嫁
が
夜

這
い
を
す
る
た
び
に
帰
り
道

で
姑
が
そ
の
面
を
つ
け
て
待

ち
伏
せ
、
嫁
を
恐
怖
に
陥
れ

る
。そ

の
た
め
嫁
は
、
自
分
の

し
て
い
る
こ
と
を
後
悔
し
だ

す
。
で
も
八
が
自
分
を
待
っ

て
お
り
、
性
本
能
も
絶
ち
が

た
く
、
ま
た
八
の
と
こ
ろ
に

夜
這
い
に
行
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
を
姑
は
待
ち
伏
せ
て
脅

す
が
、
今
度
は
面
が
自
分
の

顔
か
ら
取
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
た
が
な
く
家

に
帰
り
、
嫁
に
自
分
が
脅
し

て
い
た
こ
と
を
白
状
し
、
面

を
顔
か
ら
取
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
頼
む
。
嫁
は
こ
れ
で
八

と
堂
々
と
会
え
る
こ
と
に
な

り
、
ざ
ま
あ
み
ろ
と
木
槌
で

面
を
た
た
い
て
顔
か
ら
は
が

そ
う
と
す
る
が
な
か
な
か
取

れ
な
い
。
痛
み
苦
し
み
ぬ
い

た
末
に
面
は
取
れ
た
が
、
出

て
き
た
の
は
鬼
婆
だ
っ
た
の

だ
！新

藤
兼
人
の
何
と
い
う
図

太
い
脚
本
。
力
強
く
生
き
抜

く
庶
民
と
た
く
ま
し
い
性
、

そ
し
て
い
や
ら
し
い
嫉
妬
。

戦
後
の
日
本
映
画
に
は
す
ご

い
迫
力
の
も
の
が
多
い
が
、

そ
れ
に
脚
本
の
面
白
さ
と
怖

さ
を
兼
ね
そ
な
え
た
傑
作
で

あ
る
。

鬼
　
　
婆 【

監
督
】新
藤
兼
人 

【
出
演
】乙
羽
信
子 

一
九
六
四
年（
日
本
）

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

きつ ぶ や 
その⑮ 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 
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私
の
勤
務
し
て
い
る
病
院
は
、

本
来
二
百
四
十
床
で
す
が
、
患
者

数
の
減
少
で
五
十
床
は
閉
棟
に
な

っ
て
い
ま
す
。

今
で
も
二
人
夜
勤
で
、
手
術
も

あ
れ
ば
夜
間
入
院
も
あ
り
、
認
知

症
の
患
者
さ
ん
も
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
業
務
を
こ
な
す
の
に
精
一
杯

の
毎
日
で
す
。

患
者
さ
ん
の
ご
家
族
の
お
話
を

聞
い
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
も
ま
ま

な
ら
な
い
状
態
で
、
休
憩
時
間
も

な
か
な
か
取
れ
な
い
状
態
で
、
残

業
の
続
く
毎
日
で
す
。

特
に
夜
間
に
な
る
と
二
時
間
ほ

ど
の
一
人
勤
務
が
あ
り
ま
す
。
一

人
ず
つ
食
事
時
間
を
取
る
と
、
一

病
棟
五
十
床
で
す
か
ら
、
本
当
に

怖
い
話
で
す
。
一
人
で
担
当
で
き

る
患
者
さ
ん
は
十
人
ほ
ど
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
し
て
す
べ
て

の
病
棟
が
混
合
病
棟
で
す
か
ら
、

看
護
師
二
人
だ
け
の
夜
勤
で
は
何

が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態

で
す
。

「
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」
な
ど
、

医
療
ミ
ス
を
し
な
い
た
め
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

二
人
夜
勤
の
中
で
、
そ
れ
ら
を
ど

う
行
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
で
も
ミ
ス
の
無
い
よ
う
に
、
注

意
の
連
続
で
す
。
何
か
あ
れ
ば
、

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
と
し
て
、
チ
ー

ム
・
病
棟
全
体
の
問
題
と
し
て
の

カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、一
層
多
忙
に
な
り
ま
す
。

以
前
は
、
病
棟
に
看
護
助
手
が

複
数
で
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
今
は
一
人
で
、
助
手
の
仕
事

も
一
部
は
派
遣
業
者
が
行
っ
て
い

る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
は
看
護
師

の
仕
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
を
ケ
ア
す
る
こ
と
よ
り
、
雑

用
の
方
が
多
い
の
が
現
実
で
す
。

病
棟
ク
ラ
ー
ク
が
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
か
ら
、伝
票
貼
り
、

外
来
予
約
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル

ム
の
後
片
付
け
な
ど
な
ど
、
直
接

ケ
ア
に
関
係
な
い
仕
事
が
ス
タ
ッ

フ
全
員
に
○
○
係
と
し
て
担
当
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
す

べ
て
勤
務
中
に
こ
な
す
こ
と
は
本

当
に
目
の
回
る
忙
し
さ
で
す
。
病

院
当
局
と
話
し
て
も
「
残
業
は
き

ち
ん
と
付
け
て
く
だ
さ
い
」
だ
け

で
す
。
現
実
は
そ
ん
な
問
題
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
患
者
に
合
っ

た
ケ
ア
が
必
要
な
ら
ば
、
必
要
な

だ
け
の
看
護
師
が
必
要
で
す
。
夜

勤
帯
の
人
員
不
足
を
早
出
、
遅
出

勤
務
に
任
す
の
で
は
な
く
、
き
ち

ん
と
し
た
人
員
を
配
置
す
べ
き
で

す
。こ

れ
が
看
護
の
場
の
実
態
で

す
。
十
分
で
は
な
い
に
し
て
も
、

あ
と
一
人
看
護
師
が
増
え
た

ら
、
・
・
・
と
思
う
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
安
心
・
安
全
の

医
療
・
看
護
・
介
護
は
、
言
葉
だ

け
で
は
な
く
、
実
現
す
べ
き
こ
と

な
の
で
す
か
ら
。

看
護
師
が
見
た 

医
療
医
療 

 

現
場
現
場 

医
療 

 

現
場 

第
二
話 

看護よりも雑用に追われ・・・ 
（県内公的病院・看護師） 

平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 
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訪
問
歯
科
・
口
腔
ケ
ア（
そ
の
2
）

意
思
疎
通
の
な
い 

患
者
の
口
臭
治
療 

学
問
的
に
は
、
生
理
学
的
口

臭
は
舌
背
後
方
部
の
細
菌
の
腐

敗
作
用
が
主
な
原
因
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

口
腔
内
の
細
菌
は
主
に
舌
苔

中
の
脱
落
上
皮
細
胞
や
白
血
球

を
分
解
し
口
臭
原
因
物
質
を
産

生
し
ま
す
。誰
が
数
え
た
の
か
、

一
個
の
細
菌
に
は
約
百
個
の
菌

が
ま
と
わ
り
付
い
て
い
る
そ
う

で
す
。

生
理
的
な
も
の
で
す
か
ら
、

こ
の
口
臭
は
程
度
の
差
は
あ

れ
、
誰
に
で
も
あ
り
、
一
日
の

中
で
も
変
化
し
ま
す
。
一
方
、

病
的
口
臭
の
代
表
と
し
て
は
歯

周
病
に
よ
る
口
臭
が
あ
り
ま

す
。
歯
周
病
に
特
徴
的
な
臭
い

は
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
の
み

原
因
物
質
が
産
生
さ
れ
る
か
と

思
い
き
や
、
生
理
的
口
臭
と
同

じ
く
舌
背
後
方
か
ら
主
に
放
出

さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。臨

床
的
に
は
、
学
問
上
の
知

識
を
踏
ま
え
て
、
状
況
に
応
じ

た
工
夫
を
施
す
わ
け
で
す
が

（
口
臭
の
講
座
で
は
な
い
の
で

細
か
い
学
問
的
な
と
こ
ろ
は
省

き
ま
す
）、
単
に
舌
苔
の
み
を

究
極
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
れ
ば

よ
い
わ
け
で
な
く
、
病
的
な
も

の
の
原
因
は
、
舌
苔
の
も
っ
と

上
流
の
歯
周
病
な
ど
の
歯
科
疾

患
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
多

く
、
わ
れ
わ
れ
歯
科
の
出
番
に

な
る
わ
け
で
す
。

く
ど
い
よ
う
で
す
が
、
対
象

者
は
認
知
症
や
脳
梗
塞
の
後
遺

症
な
ど
で
、
意
思
の
疎
通
が
ほ

と
ん
ど
な
い
人
か
自
分
で
口
腔

ケ
ア
が
で
き
な
い
人
が
ほ
と
ん

ど
で
す
か
ら
、
通
常
の
外
来
歯

科
診
療
と
は
若
干
趣
を
異
に
し

ま
す
。対
象
者
一
人
ひ
と
り
に
、

歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
使
い
方
を
教

え
る
こ
と
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。介

護
関
係
者
の
誰
か
が
、
毎

日
ケ
ア
を
す
る
し
か
な
い
の
で

す
。施
設
に
お
い
て
は
看
護
師
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
中
心
に
な
り

ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
、
無
歯

顎
者
や
非
歯
周
病
者
な
ど
は
舌

苔
中
心
の
対
処
で
す
か
ら
、
あ

ま
り
時
間
を
要
す
る
こ
と
な
く

十
分
改
善
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
残
存
歯
が
た
く
さ
ん
あ
る

重
度
の
歯
周
病
者
や
ほ
と
ん
ど

口
を
開
け
て
も
ら
え
な
い
人
に

対
し
て
は
、
余
り
に
時
間
が
か

か
り
す
ぎ
る
こ
と
、
特
殊
な
技

術
を
要
す
る
こ
と
な
ど
が
あ

り
、
現
状
に
お
い
て
は
職
員
に

は
荷
が
重
過
ぎ
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、助
っ
人
の
登
場
で
す
。

歯
科
衛
生
士
で
す
。
歯
科
衛
生

士
が
誰
を
担
当
す
る
か
は
、
口

臭
の
有
無
、
歯
周
病
の
有
無
、

嚥
下
機
能
な
ど
の
検
診
結
果
を

踏
ま
え
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
脱
線
。
施
設
の
有

志
が
『
口
腔
ケ
ア
の
効
果
を
口

臭
測
定
器
を
使
っ
て
判
定
し
た

い
』
と
申
し
出
て
き
ま
し
た
。

ウ
エ
ル
カ
ム
！
で
す
。
口
臭
測

定
器
が
使
え
る
程
度
の
方
で
す

か
ら
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
口
腔

ケ
ア
は
お
任
せ
し
ま
し
た
。
デ

ー
タ
の
採
り
方
も
、
そ
の
方
が

仕
事
に
差
し
障
り
な
い
よ
う
に

自
分
で
決
め
ま
し
た
。
数
カ
月

後
に
デ
ー
タ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
離
床
直
後
（
よ
り
正
確
を

期
す
た
め
に
測
定
は
二
回
ず
つ

実
施
）、
朝
食
事
の
後
（
二
回
）、

食
事
直
後
の
口
腔
ケ
ア
の
後

（
二
回
）、
一
日
六
回
測
定
。
お

お
よ
そ
一
週
間
間
隔
で
十
二
週

（
ひ
と
り
に
対
し
て
測
定
回
数

は
六
十
六
回
）
実
施
し
た
結
果

は
？

（
続
く
）
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現在、（社）石川県理学療法士会会員は396人おり、県内100施設を越え
る医療福祉機関に勤務し、そのうち80％以上の会員は病院で理学療法を行
っています。
病院での理学療法は、整形外科（運動器）疾患、脳血管障害などの中枢
神経系疾患、呼吸器や循環器疾患、病気治療中に発生した廃用症候群の方
が主な対象となっています。
医師からの指示によりそれぞれの疾患を持つ患者さんに対して理学療法
評価を行い、運動機能障害や疼痛、高次脳機能障害などの個々の状態に合
わせて理学療法プログラムを実施しています。
最近の方向性として、疾患による運動機能障害や疼痛改善治療だけでな
く、２次的な障害や合併する疾患についても配慮しながら治療を進めてい
ます。例えば、脳血管障害で左片麻痺が出現した患者さんの評価によって、
膝関節の疼痛や合併症に心疾患、糖尿病があることが判明すれば、左上下

肢の運動麻痺の治療と併せて膝関節治療、心疾患に対する安全管理、糖尿
病の進行予防に配慮した理学療法を行い、今後の再発防止や快適な生活が
行えることを目標に治療を行います。
近年は、医師、看護師、薬剤師、作業療法士などの専門職と連携したチ
ーム医療が推進されています。急性期病院では発症初期から理学療法士が
介入し、早期に運動（他動・自動）と離床を促し２次的に生じる関節可動
域制限や廃用症候群、肺合併症を防ぎ、円滑な回復を図っています。
また、治療が長期に及ぶことが予測されれば回復期リハビリテーション
病棟を持つ病院との連携を図るため、理学療法経過を記録した紹介状を送
付し継続して治療が行われるよう配慮しています。回復期を担う病院では、
チーム医療のメンバーが治療計画を作成し、患者さんに理学療法室だけで
なく病棟においても安全に活動していただき、効果的に治療プログラムを
実践するよう心がけています。
同時に、退院後の生活にも考慮して機能維持を目的とした介護保険サー
ビス利用の紹介など、医師や看護師、医療ソーシャルワーカーとともに医
療介護機関連携や地域連携にも積極的に取り組んでいます。
日本社会は高齢化時代を迎えており、今後ますます医療や保健、介護福
祉分野で、われわれ理学療法士の活躍が期待されると予測されます。その
期待にこたえるため、病院に勤務する理学療法士として自ら各種疾患や障
害に対する理学療法技術を高めるだけでなく、後輩の育成にも力を注いで
います。県内には２校の理学療法士養成校があり、臨床評価実習や総合臨
床実習が県内の病院を中心に行われています。そこで、われわれは質の高
い理学療法士を養成するために、学生に対して臨床現場での実践的教育に
協力しています。

PT編 その③ 

病院における理学療法 

（社）石川県理学療法士会副会長　片田　圭一（石川県立中央病院　理学療法士） 
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保
団
連
地
域
医
療
対
策
部
会
 報
告
 

医
療
構
造
「
改
革
」 

地
域
医
療
へ
の 

　
悪
影
響
明
ら
か
に 

三
宅
　
　
靖
（
金
沢
市
・
内
科
） 

五
月
二
十
七
日
（
日
）
に
三

井
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ

タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
保

団
連
地
域
医
療
対
策
部
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
医
療
」
の
範
囲
が
多

岐
に
わ
た
る
た
め
、
個
々
の
問

題
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
時
間

が
十
分
で
は
な
く
消
化
不
良
の

感
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
現
在
問

題
に
な
っ
て
い
る
い
く
つ
か
の

点
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
今

次
改
定
に
つ
い
て
は
改
定
時
の

周
知
期
間
の
問
題
、
入
院
基
本

料
の
算
定
要
件
に
係
わ
る
現
場

無
視
の
配
置
基
準
、
療
養
病
棟

削
減
に
伴
う
介
護
難
民
の
問

題
、
歯
科
治
療
に
際
し
て
算
定

要
件
と
さ
れ
た
膨
大
な
文
書
提

供
、
歯
周
病
治
療
の
理
不
尽
と

も
言
え
る
制
限
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
立
ち
遅

れ
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
件
数

制
限
に
と
も
な
う
い
わ
ゆ
る
ケ

ア
マ
ネ
難
民
出
現
な
ど
、
今
次

改
定
に
伴
う
現
場
の
混
乱
ぶ
り

が
改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
か
ら
導
入
さ
れ
た
在
宅

療
養
支
援
診
療
所
に
関
し
て
は

届
出
を
し
た
医
療
機
関
お
よ
び

届
出
を
し
て
い
な
い
医
療
機
関

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
「
み
と
り
」
を
強
引

に
在
宅
に
押
し
付
け
よ
う
と
す

る
方
針
に
は
異
論
が
集
中
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
政
府
の
医
療
構
造
改

革
に
伴
い
、
各
種
健
診
事
業
が

縮
小
さ
れ
公
的
保
障
の
後
退
が

画
策
さ
れ
て
い
る
点
に
も
議
論

が
な
さ
れ
、
十
分
に
健
康
管
理

も
で
き
な
い
く
ら
い
の
厳
し
い

労
働
条
件
を
放
置
し
て
お
き
な

が
ら
、
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病

自
己
責
任
論
を
唱
え
る
の
は
行

政
の
責
任
放
棄
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
と
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

一
方
で
、
わ
ず
か
な
が
ら
の

改
善
も
み
ら
れ
、
特
に
乳
幼
児

医
療
費
助
成
に
関
し
て
は
、
各

協
会
の
努
力
も
あ
り
就
学
時
ま

で
何
ら
か
の
助
成
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
全
国
的
に
か
な
り

足
並
み
が
そ
ろ
っ
て
き
た
と
の

こ
と
で
す
。

今
後
も
、
地
域
医
療
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
「
改
革
」
が
、

次
々
と
実
行
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
引
き
続
き
問
題
点
を
洗
い
出

し
な
が
ら
、
現
場
の
声
を
集
約

し
て
行
く
必
要
性
を
再
認
識
し

た
次
第
で
す
。

講　師

日　時

会　場

参加対象

参加費

向井美恵 氏（昭和大学歯学部教授）

丸山進一郎 氏（アリスバンビーニ小児科理事長）

7月23日（日）10：00～15：30

金沢都ホテル　5階　加賀の間 
（JR金沢駅東口正面　電話 076-261-2111）

歯科医師、医師、医療関係者、介護関係者、
教育関係者、保育関係者、行政関係者　等

おひとり　500円 
（昼食のサンドイッチをご希望の方は別途1000円・要申し込み）

〒920-0902　金沢市尾張町2-8-23 
TEL：（076）-222-5373　FAX：（076）-231-5156
Email：iskw_kudo@doc-net.or.jp

第1回 食育講演会 
 

第1回 食育講演会 
 

石川県保険医協会まで  

健全な口腔機能の育成を目指して 
－歯科における食育－
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1．「できる人」と「できない人」
との違い

「できる人」はいつも成功して、

「できない人」はいつも失敗するなん

て単純な区別は到底できません。む

しろ「できる」と「できない」の違

いは、好ましくない結果を招いたと

きの処し方にこそ表れるような気が

します。

「できる人」は、思わしくない状態

や結果を多面的に観察することがで

きます。そして、常に未来に向けて

“HOW”（いかに・・・するか）を意

識し、これから先の可能性を考えて

いきます。一方、「できない人」は、

思わしくない状態や結果から、すぐ

に諦めの“REASON”（・・・だから

無理）を導き出します。そして、ハ

ードル越えを避けることで苦痛を和らげるという、消極的な対処で快楽に

向かいます。

どちらの発想も、自己像に根ざした正しい選択だということです。相手

の選択も正しいのだと受け止めることは、「できる人」にとって勇気のい

ることかもしれません。相手にどんな準備ができていて、どのようなこと

なら受け入れられるのか。それを「できる人」が理解することなくして、

「できない人」の転換を促すことはできません。

2．できない事実とこれからの可能性との区別
相手の「できない事実」を客観的に特定することと、「できない存在」

であるという思いこみを外すこと。この両方が「できる人を育てる人」に

は求められます。「こんなやつバスに乗せたくないのに」は自分の感情で

あるかぎり、「できない人」の問題ではなく自分自身の問題です。

3．成功体験にもとづく信念の罠
一緒に仕事している部下には、どうしても自分の流儀で行動して欲しく

なるのです。成功体験を真似て行動しても、自分らしい行動だと思えませ

んから、自分の中にある内発的な動機付け要素と、「できる人」にもらっ

た“べき論”が衝突します。そして、生まれてくるのは苦痛やプレッシャ

ーです。自分の流儀で、他人がうまくやれると考えるほうがおかしい。

「できる人」は勝利の方程式を教えるのではなく、自分の動機を伝授しよ

う。

4．「できない人」に伝わる技術
伝えることばかり考えて、「伝わる」ことへの意識が薄れています。話

のレベルを２ランク、３ランク落とせば、相手に伝わるだろうと判断して

います。仕事上の立場や組織のルール上、相手は従うべき存在だという前

提があるから油断が生まれるのでしょう。それで、ホウレンソウに一つ、

決定的な要素「確認」が抜け落ちてしまいます。

また、多言語の飛び交う組織で働いていて、今までは何語を話しても良

かったとしましょう。それでは効率が悪いので、みんなで英語を話すこと

に統一しようと決めました。英語という共通語に乗れない人は、共通言語

化によって他者との共通性を失っていきます。分かりやすいか否かは、

「できる人」が決めるのではなく、「できない人」が決めるものです。

5．コミュニケーションの技術
進化の過程で古くから存在する辺縁系に関わるコミュニケーション技術

は、レクチャーを受けてすぐに成果が出るという類のものではありません。

日常における習慣的なトレーニングが最も大切です。新しい行動によって

古い脳の回路に刺激を与え、より望ましい行動を定着化させるために徐々

に回路を作り変えていくのです。新しい回路が新しい行動を生み、そこで

得た結果によってさらに回路が強化されていきます。

のぼる君の のぼる君の 

小島　登（内灘町・歯科） 

23

なぜ、「できる人」は 
　「できる人」を育てられないのか？ 
なぜ、「できる人」は 
　「できる人」を育てられないのか？ 

新人スタッフや移動に伴う新しいメンバーがようやく仕事に慣れて

くるころ、上に立つ人は、彼らが気になり出すころです。頭の良さを

示すＩＱより、自分を律して人と良い関係を築く人間力を示すＥＱを

大切にしましょう。そして、部下に不満を感じたり、部下が暇そうに

見えたら、また、自分でやったほうが速い、自分が一番仕事をしてい

ると思ったら、ぜひ読んでみてください。様々なヒントが隠されてい

ます。

●著者：吉田典生

●出版：日本実業出版社

●発行：2005年12月

●体裁：19㎝・245頁

●定価：1,470円（税込）
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原
稿
募
集
中
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
憲
法
九
条
・
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

私
は
、
ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
を
ほ
と
ん
ど
手
に
し
た
こ
と
が

な
い
。
一
瞬
を
切
り
取
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
も

の
に
ト
ン
と
縁
が
な
く
、
だ
か
ら
写
真
は
た
い
へ
ん
下
手
く

そ
で
あ
る
。
言
い
訳
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
学
一
年

生
の
時
に
全
廃
間
近
の
蒸
気
機
関
車
を
動
画
で
記
録
し
た
い

と
親
に
ね
だ
り
、
８
ミ
リ
カ
メ
ラ
を
買
っ
て
も
ら
っ
て
か
ら
、

現
在
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
８
ミ
リ
映
画
で
あ
る
。
一
時
は
人

並
み
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
も
手
に
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
フ
ィ

ル
ム
を
回
し
て
い
る
と
い
う
高
揚
感
と
、
部
屋
を
暗
く
し
て

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
す
「
秘
め
事
」
的
な
美
し
さ
は
何
も

の
に
も
代
え
が
た
く
、か
た
く
な
な
ま
で
に
こ
れ
で
通
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
伝
統
芸
能
」
を
続
け
る
に
は
、
そ
れ
な

り
の
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
。
ビ
デ
オ
に
ベ
ー
タ
と
Ｖ
Ｈ
Ｓ
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
８
ミ
リ
も
コ
ダ
ッ
ク
社
を
中
心
と
す
る
ス

ー
パ
ー
８
と
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
の
シ
ン
グ
ル
８
と
い
う
二
つ

の
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
若
き
日
の
扇

千
景
氏
の
「
私
に
も
写
せ
ま
す
ぅ
」
を
ご
記
憶
の
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
だ
ろ
う
。

私
は
二
十
年
ほ
ど
前
者
の
ス
ー
パ
ー
８
を
愛
用
し
て
い
た

が
、
同
社
の
フ
ィ
ル
ム
製
造
中
止
に
伴
い
、
今
ま
で
使
っ
た

こ
と
の
な
か
っ
た
シ
ン
グ
ル
８
へ
切
り
換
え
ざ
る
を
得
ず
、

金
沢
市
内
の
カ
メ
ラ
屋
を
訪
ね
て
回
っ
た
の
が
、
一
九
九
八

年
。
こ
の
こ
ろ
は
、
カ
メ
ラ
屋
の
親
爺
さ
ん
た
ち
も
健
在
で
、

二
十
年
前
の
全
盛
期
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
８
ミ
リ
談
義

に
花
を
咲
か
せ
た
。
そ
し
て
、
中
古
カ
メ
ラ
を
二
束
三
文
で

譲
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
新
品
を
発
売
当

時
の
定
価
で
買
っ
た
り
し
て
、
十
台
く
ら
い
手
に
入
れ
た
。

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
収
集
し
た
の

で
は
な
く
、
今
も
こ
れ
で
撮
影
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て

お
き
た
い
。

８
ミ
リ
カ
メ
ラ
は
構
造
が
シ
ン
プ
ル
な
の
で
、
三
十
年
前

の
機
械
で
も
ま
ず
ち
ゃ
ん
と
動
い
て
く
れ
る
が
、
困
る
の
は

六
台
持
っ
て
い
る
映
写
機
が
今
年
に
入
っ
て
ほ
ぼ
同
時
に
使

え
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
ゴ
ム
ベ
ル
ト

の
老
朽
化
に
よ
る
も
の
だ
が
、
せ
っ
か
く
撮
り
貯
め
た
フ
ィ

ル
ム
が
見
ら
れ
な
く
な
る
と
し
た
ら
一
大
事
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

ど
れ
も
製
造
か
ら
二
十
年
以
上
経
っ
て
い
る
の
で
、
メ
ー
カ

ー
は
修
理
に
応
じ
て
く
れ
な
い
。

こ
こ
数
年
で
町
か
ら
カ
メ
ラ
屋
が
急
速
に
姿
を
消
し
て
い

る
こ
と
に
皆
さ
ん
も
お
気
付
き
で
あ
ろ
う
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
普
及
の
影
響
が
大
き
い
が
、
そ
れ
以
上
に
店
主
の
高
齢
化

が
要
因
の
よ
う
だ
。
中
古
の
８
ミ
リ
カ
メ
ラ
を
探
し
た
当
時
、

す
で
に
親
爺
さ
ん
た
ち
の
平
均
年
齢
は
六
十
五
か
ら
七
十
歳

く
ら
い
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
数
少
な
い
８
ミ
リ
愛
好
家
で

あ
る
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
の
か
、
名
刺
を
置
い
て
き
た
の

で
、
店
仕
舞
い
の
時
に
は
「
在
庫
を
引
き
取
っ
て
く
れ
な
い

か
」
と
よ
く
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
閉
店
の
理
由
を
問
う

と
、
や
は
り
店
主
の
体
力
低
下
や
病
気
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

私
の
８
ミ
リ
趣
味
も
風
前
の
灯
火
で
、さ
み
し
い
限
り
で
あ
る
。

会員リレーエッセイ ◆◆85◆◆
変
わ
り
ゆ
く
ラ
ス
ベ
ガ
ス 

  

（
そ
の
傾
向
と
対
策
も
） 

こ
の
連
載
も
、
今
回
で
最
終

回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
思
い
起
こ
せ
ば
一
昨
年
の

夏
ご
ろ
に
四
〜
六
回
程
度
の
連三宅　靖三宅　靖（金沢市金沢市・内科） 三宅　靖（金沢市・内科） 

最終回最終回 最終回 ２０ 

載
を
依
頼
さ
れ
「
保
険
医
新
聞

に
こ
ん
な
も
の
載
せ
て
い
い
の

か
い
な
？
」
と
訝
り
な
が
ら
も

結
局
二
年
近
く
書
き
続
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。

こ
の
連
載
を
書
い
て
い
る
間

に
も
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
日
に
日

に
進
化
し
、
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。「
ラ
ス
ベ
ガ

ス
の
一
年
は
他
の
都
市
の
十
年

に
匹
敵
す
る
」
と
さ
え
言
わ
れ

る
く
ら
い
で
す
。し
た
が
っ
て
、

こ
の
連
載
を
書
き
始
め
た
こ
ろ

と
今
と
で
は
、
か
な
り
の
変
化

が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
、
滞
在
プ
ラ
ン
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
変
化

は
、
何
と
い
っ
て
も
ホ
テ
ル
群

の
資
本
統
合
で
す
。
こ
こ
二
年

ぐ
ら
い
で
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
は
二

つ
の
巨
大
な
グ
ル
ー
プ
が
で
き

ま
し
た
。
一
つ
は
ス
ト
リ
ッ
プ

と
い
わ
れ
る
繁
華
街
に
十
以
上

の
ホ
テ
ル
を
持
つ
Ｍ
Ｇ
Ｍ
グ
ル

ー
プ
、
も
う
一
つ
は
ハ
イ
ロ
ー

ラ
ー
（
高
額
の
金
額
を
賭
け
る

人
）
ご
用
達
の
シ
ー
ザ
ー
ズ
パ

レ
ス
を
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
す

る
ハ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
す
。
こ

の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
ラ
ス
ベ

ガ
ス
の
全
客
室
数
の
過
半
数
を

占
め
る
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
ま

す
。ラ

ス
ベ
ガ
ス
は
ま
さ
に
市
場

原
理
で
動
い
て
い
る
の
で
、
こ

の
よ
う
な
寡
占
状
態
に
な
る

と
、
ど
う
し
て
も
サ
ー
ビ
ス
低

下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
現
実
に

宿
泊
費
は
高
騰
し
、
カ
ジ
ノ
ゲ

ー
ム
の
ペ
イ
ア
ウ
ト
率
も
ど
ん

ど
ん
低
下
し
て
い
ま
す
。

筆
者
が
二
、
三
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
よ
く
訪
れ
て
い
た
パ
リ

ス
、
バ
リ
ー
ズ
と
い
っ
た
ホ
テ

ル
は
、
当
時
ビ
デ
オ
ポ
ー
カ
ー

天
国
の
状
況
で
し
た
が
、
ハ
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
傘
下
と
な
り
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
・
コ
ン
プ
を

含
め
て
一
〇
〇
％
以
上
の
ペ
イ

ア
ウ
ト
率
と
な
る
い
わ
ゆ
る
フ

ル
ペ
イ
マ
シ
ン
を
全
部
撤
去
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ

ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
の
ル
ー
ル
も

次
々
と
改
悪
さ
れ
て
、
非
常
に

戦
い
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
で
、
資
本
統
合
に
は
利

点
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
コ
ン

プ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
統
一
で
す
。

つ
ま
り
同
系
列
の
ホ
テ
ル
な
ら

ど
こ
で
ポ
イ
ン
ト
を
稼
い
で
、

ど
こ
で
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。た
と
え
ば
同
系
列
の
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
と
い
う
四
つ
の
ホ

テ
ル
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
ブ

ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
の
勝
ち
や
す

い
Ａ
ホ
テ
ル
で
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

を
し
て
、
フ
ル
ペ
イ
マ
シ
ン
の

置
い
て
あ
る
Ｂ
ホ
テ
ル
で
ビ
デ

オ
ポ
ー
カ
ー
を
叩
い
て
、
そ
れ

ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
客
室
と
ダ
イ

ニ
ン
グ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高

い
Ｃ
ホ
テ
ル
の
宿
泊
費
、
食
費

に
充
て
て
、
Ｄ
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
て
い
る
有
名
な
シ
ョ
ー
の
チ

ケ
ッ
ト
を
手
に
入
れ
る
な
ど
と

い
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。

か
と
い
っ
て
、
交
通
費
が
か

さ
ん
で
し
ま
う
の
で
は
何
に
も

な
ら
な
い
の
で
す
が
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
市
内
は
モ
ノ
レ
ー
ル
や
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
あ
る
い
は

路
線
バ
ス
の
一
日
券
な
ど
を
有

効
に
用
い
れ
ば
、
廉
価
で
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ラ
ス

ベ
ガ
ス
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変

わ
る
の
な
ら
、
こ
ち
ら
も
行
動

範
囲
を
広
げ
て
対
抗
し
よ
う
と

い
う
わ
け
で
す
。
カ
ジ
ノ
の
雰

囲
気
も
ホ
テ
ル
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

場
所
へ
行
っ
て
み
る
と
い
う
の

は
そ
れ
だ
け
で
も
楽
し
い
も
の

で
す
。

と
は
い
え
、
以
前
か
ら
ご
紹

介
し
て
い
る
よ
う
に
ポ
イ
ン
ト

貯
め
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
お
金

を
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
使
わ
せ
よ
う

と
す
る
カ
ジ
ノ
側
の
罠
と
も
い

え
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
求
め
る

あ
ま
り
、
資
金
を
ざ
っ
く
り
と

失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
ど
う

に
も
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
辺
の

兼
ね
合
い
を
ど
う
す
る
か
は
、

と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
で
楽
し

み
を
追
求
し
つ
つ
、
そ
れ
に
伴

う
リ
ス
ク
を
ど
こ
ま
で
許
容
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
る
と
、
結
論
の
出
な
い
永
遠

の
テ
ー
マ
の
よ
う
に
さ
え
思
え

ま
す
。
こ
の
一
筋
縄
で
は
い
か

な
い
と
こ
ろ
が
、
ま
た
、
ラ
ス

ベ
ガ
ス
の
魅
力
な
の
で
し
ょ

う
。

筆
者
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
変
わ
り
行
く
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を

見
続
け
た
い
と
願
う
次
第
で

す
。最

後
ま
で
と
り
と
め
の
な
い

戯
言
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
拙
文
の
掲
載

を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
本
紙
編

集
部
の
勇
気
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
お
付
き

合
い
頂
い
た
読
者
の
皆
様
に

は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
興
味
を
お

持
ち
に
な
っ
た
方
が
少
し
で
も

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
望
外
の
喜
び

で
す
。
で
は
ま
た
い
つ

か
・
・
・
。

三
宅
先
生
、長
期
に
わ
た
る
連
載
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

　
次
号
か
ら
は
清
光
義
則
先
生（
能
美
市
・
内
科
）に
よ
る

ヒ
マ
ラ
ヤ
紀
行（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）が
始
ま
り
ま
す
。ご
期
待

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
部
） 

1111111
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

111111 1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

囲 碁 

（解答は２面にあります） （解答は２面にあります） 

持
駒
　
角
金
金 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先コウ　5分で上級者 
〈ヒント〉 3手目が好手です。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉飛車筋を通すタイミング。 
 10分で1級。 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

一 

二 

三 

四 

五 

六 

8 97654321

玉 
歩 

銀 歩 歩 

桂 
銀 

歩 
歩 

角 飛 

グ
ル
ー
プ
保
険

グ
ル
ー
プ
保
険 

グ
ル
ー
プ
保
険

グ
ル
ー
プ
保
険 

グ
ル
ー
プ
保
険 

〈
加
入
の
お
礼
〉 

　
二
〇
〇
六
年
度
の
募
集
を
、六
月
十
六
日

（
金
）で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
多

数
の
ご
加
入
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
共
済
部
） 

333333333333

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

333333333333

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

８
ミ
リ
映
画
と
私

小
川
　
滋
彦
（
金
沢
市
・
内
科
）




